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1. はじめに 

Java や Ruby 等といった複数の言語に対応するプロ

グラム自動採点サービス（自動採点サービス）がある．こ

の自動採点サービスでは通信に XML を使用する．しか

し，XML はメッセージの冗長性に起因する通信量の増

加が問題となっている．XML の通信量を軽減するため，

我々は複数メッセージの冗長性を排除し1 つのバイナリ

形式メッセージにまとめるアグリゲーション（バイナリアグ

リゲーション）[1]を提案した．本研究では自動採点サー

ビスにおける通信量の軽減を目的としたバイナリアグリ

ゲーションを適用し有用性を示す． 

2. 研究内容 

 

   
図１．採点結果が正しい場合  図 2．採点結果が誤りの場合 

 

図 1，図 2 に自動採点サービスで使用される XML メ

ッセージを示す．図1は解答が正しい場合，図2は解答

が誤りの場合を表す．XML メッセージはルートが採点

結果の情報である score でその子要素に id，uid，qid，

status，messageの5つの要素を付けた構造からなる．Id

は提出物の識別子，uid はユーザ名，qid は問題名，

statusは問題の正誤，message は解答が誤りの場合のメ

ッセージをそれぞれ表す． 

 
図 3．バイナリ形式のアグリゲーション  

図 3 にバイナリ形式のアグリゲーションを示す．バイ

ナリ形式のアグリゲーションは文献[1]と同じ形式であり，

ヘッダと符号表，メッセージコードの 3 つから構成される．

ヘッダは符号表の長さと固定長符号の長さ，メッセージ

コードの長さの 3 つを格納している． 

3. 結果・考察 

 
図 3．メッセージ量 

 
図 4．生成時間 

図 3，図 4 に自動採点サービスで使用される 100 から

800 個の XML メッセージのアグリゲーションのメッセー

ジ量と生成時間を示す．グラフはバイナリアグリゲーショ

ンの手法(ST_bin)と文献[2]の手法(ST_txt)，アグリゲー

ション前の XML メッセージ (XML_ori)の 3 つを比較する．

メッセージ量は XML_ori より ST_txt と ST_bin でメッセー

ジ数が 800 個の時にそれぞれ 60%，65%の圧縮率を示し

ST_txt よりST_binの方が13%高く圧縮された．生成時間

はメッセージ数が 800 個の時に，ST_txt より ST_bin の方

が 31%高速であった． 

4. まとめ 

自動採点サービスで使用される XML の通信量の軽

減を目的としたバイナリアグリゲーションの提案を行った．

バイナリアグリゲーションのメッセージ量はアグリゲーシ

ョン前より 65%となり有効性を示した．  
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